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１．職業相談とアセスメント

◆キャリア・カウンセリングブームと

アセスメントツールの普及

＜例 In★Sites2000（キャリア・インサイトの配布）＞

＊2001年～ 「In★Sites2000」 ３０００枚程度普及
＊２００４年７月～ 「キャリア・インサイト」
PCライセンス １６００台分
＊１ヶ月の利用者数 PC１台につき約１００名
１００人＊１６００台=１６０,０００人（月）



２．アセスメントツール利用の意義

①統計的な手法を基盤とした客観的な
資料の提供

②自己理解を深めるための機会の提供

※ただし

誤った使い方はかえって有害

使い方に自信がない、不信感があるなら 使
わない方がよい



３．アセスメントツール利用の
前提条件

①アセスメントを使うかどうかを決める

②目的に合わせてツールを選ぶ

③ツールを正しく使う



４．いろいろなアセスメント

◆適性検査（能力）

GATB（厚生労働編一般職業適性検査）

◆興味検査

VPI職業興味検査

VRT（職業レディネス・テスト）

◆PCベースのアセスメント、情報ツール

キャリア・インサイト

OHBY



５．キャリア・インサイトの活用

◆キャリア・インサイトの特徴を正確に理解する

→アセスメントを中心とするCACGsである

CACGs（Computer Assisted Careers
Guidance System）:利用者自らがパソコンによって
職業選択のための基本的なステップ （適性理解、職
業理解、適性と職業とのマッチング、キャリアプランニ
ング）を経験できるシステム



６．CACGsの特徴

利用者主導型のガイダンスの実践

等質、均等なガイダンスの提供

＊客観性（科学的である）

＊中立性（価値観に影響されない）

＊無機性（コンピュータで行う）

ガイダンスの効率化

＊即時性（時間的な空白がない）

＊セルフヘルプ



７．ねらい

◆ユーザーに対して

若年者の職業意識の
啓発（きっかけ作り）

自己主導型の職業選
択（能動的に関わる、
考える）

適性を中心とした個性
理解の資料を提供

◆カウンセラーに対して

相談に利用できる個人
理解のための客観的な
資料の提供

職業相談にかかる手間、
情報収集の効率化



８．システムの構造と機能

Fig．１ メインメニュー



Fig.2 能力評価



Fig.3 総合評価



Fig.4 職業情報



Fig.5 短期キャリアプラン（希望する職業との相性診断）



９．利用機能と満足度

Fig ． ６ 　 各 機 能 の 利 用 者 数
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0 50 100 150

システムを使って面白かった

システムは使いやすかった

システムをまた使ってみたい

システムは将来の職業選択に
役立つ
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Fig.7 ユーザープロファイリング（５段階評価）



0 50 100 150 200 250

システムを使って自分の適性について
わかった。

システムが示した適性は、自分の自己
イメージと合っていた。 

システムを使ってどのような仕事に向い
ているかが理解できた

システムが示した「あなたに向いている
仕事」はイメージ通りだった

システムを使って自分がつきたい仕事
がはっきりしてきた

希望する職業に就くために次に何をすれ
ばよいか具体的に思い浮かぶ

YES

yes

no

NO

（人）

Fig.8 ユーザープロファイリング（４段階評価）



10．効用と限界

○システムの利用による職業意識の啓発

○適性評価と理解の支援

×就職に向けて現実的に何をすれば良い
かなど、具体的な行動計画の支援までは
難しい（カウンセラーの役割に期待）



１１．今後の発展課題
―開発者と現場との連携―

効果的な使い方の検討

解釈事例等の整備

講習会によるシステム運用者の意識啓発

Ｓ版（スタンドアロン版）からＤ版（データコ
レクション版）への移行

キャリア・インサイトのHP:

http://www.jil.go.jp/institute/seika/sites2000/index.html
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